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研究及び教育への波及効果について

本研究で開発された飛散物の空力特性を直接測定する手法は，実際の飛散物の空力特性を，より正確に明らかにする

ことが可能である．その結果，竜巻等の突風による災害の低減に資することが期待される．

研究報告

(1)目的・趣旨

本研究は，飛散物の速度を精確に予測することを目的とし，飛散物の空力特性を直接測定する手法を開発する．強風

時の飛散物は，砕石，木の枝，瓦，あるいは破損した建物部位など，いわゆる“流線型でない物体”である．今まで，

“流線型でない物体”の空力特性は風洞実験により静的空力特性が調査されているが，実際の飛散物に作用する空気力

は，周囲の気流性状の非定常性および自身の運動による姿勢の変化による動的効果を考慮する必要がある，そのため，

飛散物の空力特性を直接測定する手法を開発する．

(2)研究経過の概要

研究計画時には以下の４つの項目を挙げて研究に取り組み，概ね計画通り研究成果を達成できた．

①データ収集プローブならびに飛翔試験体の開発･作成

②画像解析による飛翔体の飛行軌跡測定

③飛翔試験体の静的空力特性の測定

④飛翔試験体の動的空力特性の測定

(3)研究成果の概要

各項目の研究成果は以下の通りである．

①データ収集プローブならびに飛翔試験体の開発･作成

並進運動が測定可能な加速度計，回転運動が測定可能な角速度計，表面風圧が測定可能な風圧力センサー，ならびデ

ータロガーを組み込んだ自立型計測装置を開発した（図１）．この装置をñ流線型でない物体òの飛翔試験体(飛散物を再

現した模型)に内蔵することにより，飛翔試験体の空力特性を直接測定することが出来る．

②画像解析による飛翔体の飛行軌跡測定

市販の高精度ビデオカメラと画像解析ソフトを調査し，本研究の目的を十分達成する機能と精度を持った画像解析シ

ステムを選定・導入した．検証として，高さ約8ｍから飛翔試験体を自由落下させて画像解析システムにより飛翔体の

落下運動を測定する実験を実施した．
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2) 松居健人・丸山敬・西村宏昭，野田博・西嶋一欽：ドーム建物内における飛散物の動的空力特性の直接計測の試み，京都

大学防災研究所年次発表会,一般公演B31，2018年2月

3) 松居健人,丸山敬,西村宏昭,野田博，ドーム建物内における自立型計測装置を用いた飛散物の空力特性の直接計測の試み，

日本建築学会大会学術講演梗概集,B-1構造I, 2018年(発表予定)
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